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《本テキストで使用する言葉について》 

本テキストの文中においては、便宜上、「会社」や「企業」、「社員」という表現を多用してい

ますが、以下のように民間企業以外の「自治体」や「団体」などと置き換えることも可能です。

必要に応じて読み替えていただきますようお願い申し上げます。 

・会社や企業：自治体、団体、組織、法人、組合、協会、事務所、など 

・社   員：職員、従業員、行員、スタッフ、クルー、キャスト、パートナー、など 
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